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トピックス－Topics－

　10月28日、姉妹都市である島根県松江市との「災害時における相互応
援協定」調印式が、松江市の松江歴史館で行われました。
　この協定は、一方の市が被災した場合、迅速に応急措置等の支援をす
るもので、両市の連携により、防災力の強化が図られます。
　災害発生時には、備蓄物資の提供や、応急復旧活動の職員の相互派遣
などを行います。
　本市では、5月29日に鳥取県南部町とも同協定を締結しています。

　秋も深まり、冬
も間近です。
　表紙は、第 5 回
写真のまち尾道四
季展尾道四季賞
（初秋・晩秋）で入
賞した作品です。
（入賞者敬称略）

　季節の変わり目ですので、体調管理
をしっかりして、みんなで元気に過ご
しましょう。

第12回
全国障害者スポーツ大会
（10／13～15＝岐阜県）
鈴木恵美（陸上競技）
吉村和子（ボーリング）
福本翔平（ボーリング）
村上　護（陸上競技）

第27回
日本ペタンク選手権大会
（10／27～28＝尾道市）
島田義寿
［その他出場者］
森岡　靖　森川和彦
川本祥司　石田英夫
中村壮志

全国大会出場（市長表敬訪問／敬称略）

いまいま救急現場の救急現場の
特集　救急

数字で見る現在の本市の現状

搬送人員数
（その他）
死　亡
重　篤
重　症
中等症
軽　症

6,790人
4人

114人
98人
628人
2,899人
3,047人

（ 2 ％）
（ 1 ％）
（ 9 ％）
（43％）
（45％）

救急車による傷病程度別
救急搬送人員（平成23年） 出動件数　　　7,265件［1日あたり19.9件］

現場到着時間　平均7.03分　病院収容時間　平均30.6分

尾道市消防局管内の救急出動件数（平成23年）

尾道消防署　　☎0848-55-9124【4台（予備1台）】
尾道西消防署　☎0848-22-0119【1台】
因島消防署　　☎0845-22-0119【3台（予備2台）】

各消防署の救急車台数

写真は訓練中の救急隊員

※このお願いは、救急外来への受診を禁止するものではありません。救急か翌日の受診でよいのか 
　わからない場合は、かかりつけ医や病院に電話で相談のうえ受診してください。

～病院・消防・医師会がそれぞれの視点で見る～～病院・消防・医師会がそれぞれの視点で見る～

「緊急じゃないけど、便利だから救急車呼んじゃおう。」
　もしも、この救急車が出動した後、一刻の事態を争う人が119番通報したら…
「昼間は病院は人が多いから、夜間救急に行けばいいか。」
　もしも、混雑した夜間救急に緊急性のある人がきたら…
――救えるはずだった命が、助からないかもしれません。
　現在、全国的にこうして安易に救急車を呼んだり、夜間救急を利用したりする
人が増えており、救急医療体制に支障をきたしています。
　本当に必要なとき、119番通報で救急車が来てくれる、病院に行けば受診でき
る、こうした体制を守るためには、地域全体での取り組みが必要です。
　今回は、本市の救急現場の「いま」をお伝えします。
　■問健康推進課（☎0848-24-1960）
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姉妹都市 松江市と災害協定を締結

平谷市長（右）と松浦正敬松江市長












